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　十日町市と十日町回一タリークラブ（田村昌美会長、

交換留学生の派遣・受け入れの国際奉仕活動でドイツと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　あきら交流）に対して、独日文化交流育英会（有川陽会長、所

在地／ドイツ・デュッセルドルフ市）からドイツ菩提樹

の苗木30本が贈られることになり、その目録書贈呈式が

10月5日（月）、市役所で行われました。

　有川会長が、ドイツ在住のヴァウアー葉子さん（旧姓＝

田ロ、田倉さん長女）と、松代町に現在住んでいるカー

ル・ベンクスさん（建築家）とデュッセルドルフ市で知

り合いということから十日町市に関心を持たれ、この話

が生まれました。

　同育英会は1989年に設立され、ドイツ青年に奨学金を

交付して日本へ研修派遣をする活動を行っています。今

年が創立10周年にあたる、ことから、記念事業としてドイ

ツのシンボルツリーである菩提樹を贈ることになりまし

た。総本数250本で、当市のほかに八王子市、大阪市、鳴

門市に贈られました。

　植物検疫の関係で苗木が休眠状態となる11月中旬に到

着予定。苗木のために育成管理をし、平成13年度にリバ

ーサイドプラザ（仮称＝11年度から計画着手、妻有大橋

手前の南側敷地）とそこにつながるグリーンロードに植

栽を計画しています。

、騨纐購灘蟹醐を耽だきました

【贈呈目録文】　国際親善の一環

として、独日の友好関係が末永く、

また、新潟・十日町市とドイツ連

邦共和国との友好が一層深まるこ

とを祈念して、かつ、青少年の交

流がさらに活発になることを願っ

て貴、十日町市にドイツ菩提樹30
本を贈呈いたします。
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　日本一の健康都市づくりを目指し

て毎年開催されている「健康づくり

フェア・市民福祉まつり」が9月26

日（土）・27日（日）の両日、市民会館とク

ロス10を会場に開催されました。26

日夜、市民会館で行われた「内海桂

’子講演会」には女性を中心に約600人

の観客が、またクロス10会場で行わ

れた各種展示、相談コーナーでは、

終日家族連れなどでにぎわいました。

福祉まつり

欝灘

馨
幡
懸
麟

　
各
通
路
に
ま
で
イ
ス
が
出
さ
れ
、

超
満
員
と
な
っ
た
会
場
に
姿
を
現
し

た
内
海
さ
ん
は
開
口
一
番
、
「
春
日
元

市
長
さ
ん
が
N
H
K
の
演
芸
局
長
を

し
て
い
た
時
代
、
新
潟
県
人
会
が
開

か
れ
る
た
び
に
桂
子
・
好
江
を
余
興

に
呼
ん
で
く
だ
さ
っ
た
ん
で
す
よ
。

そ
れ
に
私
の
だ
ん
な
で
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
（
骨
拾
い
と
呼
ん
で
い
る
ん
で
す

け
ど
）
は
亀
田
町
の
出
身
な
ん
で
す
。

新
潟
県
と
は
も
ち
ろ
ん
、
十
日
町
市

と
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
縁
が
あ
る

ん
で
す
よ
」
と
き
り
だ
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
本
田
市
長
を
壇
上
に
上
げ
、

十
日
町
に
着
い
て
か
ら
即
興
で
作
っ

た
と
い
う
「
ど
ど
い
つ
」
を
披
露
。

本
田
市
長
か
ら
も
歌
っ
て
も
ら
う
な

ど
、
会
場
を
爆
笑
の
渦
に
巻
き
込
ん

で
い
ま
し
た
。

〈
披
露
さ
れ
た
「
ど
ど
い
つ
」
〉

　
好
い
た
あ
な
た
と

　
　
世
帯
を
持
っ
て

　
　
食
べ
た
い

　
　
魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ

「
日
本
人
は
お
米
を
食
べ
な
き
ゃ
だ

め
で
す
よ
」
と
お
米
を
P
R
。

　
　
　
　
　
　

　
十
日
に
一
度
は

　
　
家
族
を
連
れ
て

　
　
体
力
づ
く
り
の

　
　
　

　
　
町
歩
き

「
健
康
づ
く
り
フ
ェ
ア
に
寄
せ
て
と

題
し
、
曲
の
中
に
十
日
町
と
い
う
文

字
を
入
れ
た
1
曲
」
で
す
。

　
最
後
に
、
乗
り
に
乗
っ
て
「
奴
っ

こ
さ
ん
」
を
踊
る
こ
ろ
に
は
、
場
内

が
割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
を
浴
び
て

い
ま
し
た
。
内
海
さ
ん
は
き
っ
と
、

「
健
康
の
秘
訣
は
笑
う
こ
と
で
す
よ
」

と
言
い
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　　　　　　　　　　　　　　　　導

　　　　　　　　　　　　　　　婆　　　　　　　　　　　　　　聾
　　　　　　　　　　　　　穆
　　　　　　　　　　　　ツ　　　　　　　　　　　霧　　　　　　　　　　ブ
　　　　　　　　　三
　　　　　　　　　7
　　　　　　　　誕
　　　　　　　け　　　　　　が　　　灘

繕
影

犬腸が慈薫防食の展示
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、

　
「
ひ
ま
わ
り
号
を
走
ら
せ
る
会
」

は
長
岡
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
で
す
。
県
内
の
障
害
者
を
募
り
、

毎
年
臨
時
列
車
や
観
光
バ
ス
で
県
内

の
観
光
地
な
ど
へ
の
日
帰
り
旅
行
を

企
画
実
行
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
障
害
者
の
利
用
に
配
慮
し

た
「
ほ
く
ほ
く
線
」
が
開
通
し
た
こ

と
か
ら
、
長
岡
駅
・
犀
潟
駅
を
経
由

し
て
十
日
町
市
を
訪
れ
ま
し
た
。
約

80

人
の
障
害
者
を
含
む
、
2
9
0
人

が
ク
ロ
ス
ー
0
で
昼
食
を
と
っ
た
後
、

同
会
場
で
の
健
康
づ
く
り
フ
ェ
ア
や

市
街
地
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

　鷺醸
　　　　　　籔

　　骸モ
　灘セ
灘．

　　東部地区体育協会

　東部地区体育協会では、地区

民の健康増進を目的に、昭和63

年から10年問「健康ウオーク」

を実施しています。また、野球・

バレーボールなど各種スポーツ

競技をとおして地区民の健康増

進に努めています。

小海フサさん（下条原・74歳）

　小海さんは、新潟県いきいき

人生よい歯のコンクールで「奨

励賞」を受けられました。74歳

になった現在でも抜けた歯は1

本もなく、治療をしていない（健

全歯）がなんと上下各6本、合

計12本もあります。
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　9目26日ωの健康づくりフェア・市民福祉ま

つりの席上、団体・個人への献皿功労表彰が行

われました。長年にわたり献皿にご協力いただ

きありがとうございました。

※団体の部　事業所として10年以上献皿に協力

をいただき￥かつ、100人以上の万々から献皿に

参加していただいた事業所が表彰されました。

　協立ハイパーン㈱十日町工場　様

※個人の部　平成10年3月末現在での献皿回数

（10回￥30回、50回￥80回、100回￥100回以上

は50回苗）により表彰されました。

◆100回表彰：太田夕子さん（北鐙坂2）

◆80回表彰二湯澤辰三さん（田川町2）

　　　　　　池田克也さん（北新田2）

◆50回表彰：阿部幹夫さん（川治内後）井ロ敬

　子さん（伊達4）大島満さん（上原）佐野京

　子さん（高田町6）島田セツ子さん（新座3）

　高橋徳一さん（川治下町3）野上ナオさん（北

　新田3）藤間啓司さん（田川町2）真霜由紀

　夫さん（上原）村山信一さん（寿町3）村山

昇さん（本町7－1）和田徹さん（中条旭町）

◆30回表彰：池田祐一さん（旭ケ丘）池田隆助

　さん（北原）大津友一さん（山本5）大塚泉

治さん（下町）生越豊平さん（尾崎）斉藤勝

　さん（島）重野順司さん（下川原町）高橋桂

子さん（川治下町3）野上友一さん（高島1）

福原和夫さん（旭ケ丘）山崎修さん（本町6

　－3）渡辺富治さん（学校町1）

◆10回表彰：飯塚順子さん（宮下西）池田ミセ

さん（大黒沢2）石澤三七子さん（上新田4）

大熊静子さん（上原）大熊二郎さん（太子堂）

岡田郁子さん（中町）小泉キヌさん（下条中

央通り）児玉昭一郎さん（稲葉）小林清枝さ

ん（水ロ）小林信子さん（北新田3）佐藤俊

文さん（川治内後）重野マリ子さん（田中町

本通り）関□孝一さん（為永）田川敬子さん

　（本町7－1）遠田雅也さん（寿町2）庭野

澄子さん（高田町3西）福原隆一さん（新座

　2）堀タツノさん（上新田1）丸山克弘さん

　（山谷）水落文一さん（漉野）村武三干雄さ

ん（本町6－1）村山勇男さん（中条島）村山

キヨ子さん（大黒沢1）村山幸子さん（新宮

　2）柳美佐子さん（中村）山ロ洋子さん（岩

野）山田憲一さん（川治上町1）湯澤孝予さ

ん（駅通り）渡辺幸雄さん（山本2）

平成10年10月10日号3
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　ベルナティオの秋がコスモスに彩られてい

ます。見ごろを迎えた先月26日仕）、27日（日）に

は花だいら付近をメイン会場に第3回コスモ

スまつりが開かれました。あいにくの天候に

もかかわらず、期間中は8千人の皆さんが薄

紅色の花畑を散策するなど、のどかな秋の一

日を楽しんでいました。

　
8
月
の
長
雨
や
台
風
に
も
め
げ
ず
丹
精
込
め

て
育
て
ら
れ
た
「
花
だ
い
ら
」
と
「
花
の
谷
」

の
コ
ス
モ
ス
た
ち
。
そ
の
面
積
は
合
計
で
5
万

㎡
を
誇
り
ま
す
。
秋
の
訪
れ
と
と
も
に
薄
紅
色

の
花
が
咲
く
コ
ス
モ
ス
は
、
見
る
者
の
心
を
な

ご
ま
せ
、
春
の
ア
イ
リ
ス
と
と
も
に
当
間
高
原

を
代
表
す
る
花
と
し
て
す
っ
か
り
定
着
し
て
い

ま
す
。
見
ご
ろ
を
迎
え
た
9
月
最
後
の
週
末
に

は
コ
ス
モ
ス
ま
つ
り
が
行
わ
れ
、
ベ
ル
ナ
テ
ィ

オ
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
様
々
な
催
し
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
前
夜
の
器
日
働
夕
方
に
は
「
優
し
さ

と
や
す
ら
ぎ
の
世
界
」
を
テ
ー
マ
に
、
あ
っ
た

か
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。

斉
藤
明
子
と
尾
尻
雅
弘
に
よ
る
ギ
タ
ー
デ
ュ
オ

の
音
色
が
響
く
と
、
会
場
全
体
が
高
原
の
秋
を

思
わ
せ
る
よ
う
な
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
翌
2
6
日
㈹
と
解
日
㈲
に
は
柏
レ

イ
ソ
ル
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
を
は
じ
め
フ
ィ
ッ

シ
ン
グ
大
会
や
自
然
観
察
会
、
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ

大
会
な
ど
多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ
、
若
者
や
家

族
連
れ
が
思
い
思
い
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て

い
ま
し
た
。

　
な
お
、
コ
ス
モ
ス
の
見
ご
ろ
は
1
0
月
中
旬
ま

で
で
す
。
あ
な
た
も
秋
風
に
そ
よ
ぐ
コ
ス
モ
ス

を
見
に
行
き
ま
せ
ん
か
。

・
ノ
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　多目的グラウンドでは柏レ！イソルサ

ッカースクールが開かれました。元全

日本代表の柱谷幸一氏など一流の指導

者から学べる絶好の機会とあって、延

べ3百人の子供が参加しました。

　小さい秋みつけた

籔

　
　
パ
　
　
　
　
　
ま
　
サ

　
　
　
聯
轍
懸
慧
．
　
鱒

　
　
　
ゆ

　
　
　
灘

・
　
∞
　
灘
灘
．

　
　
　
　
懸

　
　
｝
た
［
し
　
　
　
隔

ま
・
い

㎡
・
難
灘
躍

さ
　
　
　
　
鰹

慧
灘
繍
嚢
，

灘
糧
．
　

　
懸
霧
難
欝

　
　
、
灘
灘

臼
．
難
鱗
灘
鑛
灘
灘

嚢
懸
羅
灘

撫 難 ’蓼

灘嚢灘　縦 黙肇構

さ　　　　お

　』簸、

難

麗鍵艶灘
　　　　　　　　　榊職灘灘

　　　　　，灘麟霧、議躍

女子クロカン4連覇
　第4回郡市対抗女子クロスカント

リー大会が9月27日（日）、小千谷市で

開催され、十日町チームが1時問01

分07秒で4連覇を達成。1区岡本景

子（南中）が2位で2区上田瑠架（中

条中）にタスキをつなぐと、上田が

トップに出て、その後は1度もトッ

プを奪われることなく、2位に49秒

の差をつけてゴールインしました。

新人ジョッキーの頂点に

　熊木良介さん（大黒沢出身・20歳）

が9月15日、高知県で開催された「第

13回全日本新人王争覇戦競争（競

馬）」で優勝し、新人ジョッキーの頂

点に立ちました。ダート千4百㍍で

争われたレースで、熊木さんはスタ

ートから積極的に攻め、そのまま逃

げきって優勝し、県内ジョッキーと

しては初の快挙を成し遂げました。

十中男子ソフトテニス県制覇

　第3回新潟県ソフトテニス新人団

体選手権大会が9月15日㈹、弥彦城

山テニスコートで行われ、十日町中

学校男子（野本春景・池田昌俊組、

藤田勇紀・池田清二郎組、小野塚祐

基・梧沢優介組、中沢宏明・市川陽

太組、いずれも2年生）チームが瑞

穂中（柏崎）、宮内中（長岡）などの

強豪を破り初優勝しました。
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1
旨
「

旨 ≡

眞の文化祭シーズンがやって来ました。

蒙多弩欝総牌癒良
且分館まで、毎週のように開かれます。
灘

世区館、分館をあわせ20会場にもなりま
縫

寿館は生涯学習の場、文化祭はそこに集
警学習成果発表の場です．ぜひお近くの

臨雛瀬1敏傭

新
し
い
学
習
を
見
つ
け
る
チ
ャ
ン
ス
！

　　　灘
’
』

■
日
時
　
1
0
月
31
日
㈲

　
　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
9
時

　
　
　
　
n
月
1
日
㈲

　
　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
3
時

■
場
所
　
十
日
町
市
公
民
館

■
内
容
　
各
種
作
品
展
示
、
青
級
ひ

ろ
ば
、
バ
ザ
ー
（
軽
食
、
物
品
販

売
）
、
も
ち
つ
き

【
中
条
地
区
公
民
館
】

10

月
3
・
4
日
に
実
施
済

【
新
座
分
館
】

■
日
時
　
1
1
月
1
日
㈲

　
　
　
　
　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

■
場
所
　
新
座
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー

■
内
容
　
各
種
作
品
展
示
、
バ
ザ
ー

【
大
井
田
分
館
】

■
日
時
　
1
1
月
3
日
（
文
化
の
日
）

　
　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
3
時

■
場
所
　
大
井
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー

■
内
容
　
各
種
作
品
展
示
、
芸
能
祭
、

バ
ザ
ー
、
菊
花
展

■
日
時
　
n
月
3
日
（
文
化
の
日
）

　
　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
3
時

■
場
所
　
川
治
地
区
公
民
館

■
内
容
　
各
種
作
品
展
示
、
芸
能
発

表
会
、
バ
ザ
ー
、
不
要
品
即
売
会
、

抹
茶
サ
ー
ビ
ー
ス

■
日
時

10
月
2
5
日
㈲

午
前
9
時
～
午
後
3
時

■
場
所
　
六
箇
地
区
公
民
館
、
羽
根

川
荘
、
六
箇
小
学
校

■
内
容
　
各
種
作
品
展
示
（
児
童
作

品
含
む
）
、
芸
能
発
表
会
、
バ
ザ
ー
、

　
も
ち
つ
き

【
吉
田
分
館
】

■
日
時
　
1
1
月
－
日
㈲

　
　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
3
時

■
場
所
　
吉
田
小
学
校

■
内
容
　
各
種
作
品
展
示

【
鐙
島
分
館
】

■
日
時
　
1
0
月
2
5
日
㈲

午
前
9
時
～
午
後
3
時
　
　
　
　
噛

■
場
所
　
鐙
島
小
学
校

■
内
容
　
各
種
作
品
展
示
、
P
T
A

創
立
5
0
周
年
記
念
事
業

【
真
田
分
館
】

■
日
時
　
1
0
月
2
5
日
㈲

　
　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
3
時

■
場
所
　
真
田
小
学
校

6



■
内
容
各
種
作
品
展
示
、
真
田
子

供
ま
つ
り

【
名
ケ
山
分
館
】

■
日
時
　
1
0
月
1
8
日
㈲

　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
3
時

■
場
所
　
名
ケ
山
小
学
校

■
内
容
　
各
種
作
品
展
示
、
ス
テ
ー

ジ
発
表

　
【
下
条
地
区
公
民
館
】

■
日
時
　
1
0
月
2
5
日
㈲

　
　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

■
場
所
　
下
条
地
区
公
民
館

■
内
容
　
各
種
作
品
展
示
、
下
条
の

・
　
記
録
・
十
日
町
の
記
録
ビ
デ
オ
上

　
映
、
バ
ザ
ー
（
不
要
品
、
焼
き
物
、

　
手
芸
作
品
な
ど
の
即
売
）

【
東
下
組
分
館
】

■
日
時
　
1
0
月
2
5
日
㈲

　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
3
時

■
場
所
　
東
下
組
小
学
校

■
内
容
　
各
種
作
品
展
示
（
学
童
作

品
含
む
）
、
児
童
学
芸
発
表
会
、
地

区
民
芸
能
発
表
会
、
さ
わ
ら
び
セ

　
ー
ル

【
上
新
田
分
館
】

■
日
時
　
n
月
1
日
㈲
，

　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
3
時

■
場
所
　
上
新
田
公
民
館

■
内
容
　
各
種
作
品
展
示
（
学
童
作

品
含
む
）
、
バ
ザ
ー
、
農
産
物
の
展

示
即
売

【
上
組
分
館
】

■
日
時
　
n
月
1
日
㈲

　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
3
時

■
場
所
　
原
集
落
セ
ン
タ
ー

■
内
容
　
各
種
作
品
展
示
、
バ
ザ
ー
、

農
産
物
の
展
示
即
売
、
も
ち
つ
き

【
下
組
分
館
】

■
日
時
　
n
月
8
日
㈲

　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
3
時

■
場
所
　
水
口
集
落
セ
ン
タ
ー

■
内
容
　
各
種
作
品
展
示
（
学
童
作

品
含
む
）
、
趣
味
・
園
芸
コ
ー
ナ
ー
、

不
要
品
・
食
品
バ
ザ
ー
、
も
ち
つ

　
き

【
水
沢
地
区
公
民
館
】

■
日
時
　
n
月
1
日
㈲

　
　
　
　
午
前
9
時
3
0
分
～

　
　
　
　
　
　
　
午
後
3
時
3
0
分

■
場
所
　
水
沢
地
区
公
民
館

■
内
容
　
各
種
作
品
展
示
、
芸
能
発

表
会
、
市
博
物
館
収
蔵
品
展
示
、

軽
食
バ
ザ
ー
、
も
ち
つ
き
、
き
の

こ
汁
サ
ー
ビ
ス

【
馬
場
分
館
】

■
日
時
　
n
月
－
日
㈲

　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
3
時

昌
場
所
　
馬
場
小
学
校

■
内
容
　
各
種
作
品
展
示
（
児
童
作

品
含
む
）
、
学
芸
発
表
会
、
夏
休
み

自
由
研
究
作
品
展
、
バ
ザ
ー

【
野
中
分
館
】

■
日
時
　
1
0
月
1
8
日
㈲

　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
2
時

■
場
所
　
野
中
小
学
校

■
内
容
　
各
種
作
品
展
示
（
児
童
作

品
含
む
）
、
音
楽
発
表
会

【
飛
渡
分
館
】

■
日
時
　
1
1
月
1
日
㈲

　
　
　
　
午
前
9
時
～

　
　
　
　
　
　
　
午
後
2
時
3
0
分

■
場
所
　
飛
渡
第
一
小
学
校

■
内
容
　
各
種
作
品
展
示
（
児
童
作

品
含
む
）
、
飛
渡
資
料
館
開
設
、
発

表
会
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ー
ゲ
ン
、

　
も
ち
つ
き

【
東
部
分
館
】

■
日
時
　
1
0
月
1
8
日
㈲

　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

■
場
所
　
飛
渡
第
二
小
学
校

■
内
容
　
各
種
作
品
展
示
（
学
童
作

品
含
む
）
、
三
世
代
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会

OB、OG、現役　みんな：で集合

〉と　き10月25日（日）午後1時

レところクロス10・大ホール

　
活
　
　
　
　
　
身
円

　
な
　
　
　
　
　
出

　
々
　
　
沢
5

　
様
　
　
　
　
　
熈
郵

　
間
さ
　
4
会

　
年
だ

　
　
　
　
　
長

　
映
典
ド
　
　
　
　
会

　
　
　
　
　
　
賀

　
ラ
式
ス
　
　
　
　
祝

案内パガキが届いていない皆さんへ！

　過去に青年学級に在籍していた皆さんへは案内

ハガキをお送りしましたが、転居や改姓などによ

り返送されるハガキがあります。

　まだ、ハガキの届いていない皆さんは至急ご連

絡ください。

■連絡先　十日町市公民館

　　　　　　　　（智57－5011　FAX57－5010）

7　　平成10年10月10日号
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大
規
模
な

土
地
取
得
を
行
っ
た
ら

2
週
間
以
内
に
報
告
を

　
市
報
9
月
2
5
日
号
で
も
お
知
ら
せ

し
た
と
お
り
、
国
土
利
用
計
画
法
第

23

条
第
1
項
の
規
定
に
よ
り
、
大
規

模
な
土
地
に
つ
い
て
売
買
等
の
取
引

を
し
た
場
合
は
、
土
地
の
権
利
取
得

者
（
売
買
の
場
合
は
買
主
）
は
土
地

の
利
用
目
的
、
取
引
価
格
等
を
契
約

締
結
後
2
週
間
以
内
に
土
地
の
所
在

す
る
市
役
所
又
は
町
村
役
場
を
通
じ

て
県
知
事
に
届
け
出
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

〈届出の面積区分〉

右記以外
都市計画
区　　域

区
分

水下吉
沢条田
地地地
区区区

六川中十
箇治条日
地地地町
区区区地
　　区

地
区
名

10，000m2

　以上
5，000m2

　以上
面
積

雪
土
地
を
活
か
し
て

　
　
　
　
街
も
イ
キ
イ
キ
．

　
届
出
を
受
け
た
知
事
は
、
適
正
か

つ
合
理
的
な
土
地
利
用
を
図
る
た
め
、

届
出
の
あ
っ
た
土
地
の
利
用
目
的
に

関
し
必
要
な
助
言
・
勧
告
等
を
行
う

場
合
が
あ
り
ま
す
。

県
地
価
調
査
価
格
発
表

　
平
成
1
0
年
7
月
1
日
現
在
の
県
地

価
調
査
結
果
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

市
内
の
基
準
地
の
標
準
価
格
は
、
左

表
の
と
お
り
で
す
。

区　分 所在、地番　（行政区〉 価　格

住宅地 字春日86番　　　　　　　（春日町1） 58，000円／m2

住宅地 妻有町西2丁目7番5号（妻有町西2） 49，200円／m2

住宅地 字上原子41番　　　　　　　（袋町中） 64，600円／m2

住宅地 南新田町2丁目4番15　（南新田町2） 41，800円／m2

住宅地 大字馬場丁1262番4外1筆　（土市2） 17，500円／m2

住宅地 大字中条甲2817番　　　　　（旭ケ丘） 22，500円／m2

商業地 字上原子164番4　　　　　（高田町1） 106，000円／m2

準工地 字中割目寅甲406番14　　（西本町1） 63，500円／m2

林　地 大字伊達甲1914番 315，000円／10a

人
も
イ
キ
イ
キ
雪

　
売
買
な
ど
の
と
き
の
参
考
に
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
参
考
図
書
等
は

企
画
人
事
課
企
画
係
で
閲
覧
で
き
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

法
人
土
地
基
本
調
査
・

法
人
建
物
調
査
に

　
　
　
こ
協
力
く
だ
さ
い

　
国
土
庁
で
は
、
1
1
月
に
、
全
国
の

約
4
9
万
の
法
人
を
対
象
に
「
法
人
土

地
基
本
調
査
及
び
法
人
建
物
調
査
」

を
行
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
我
が

国
の
法
人
に
お
け
る
土
地
の
所
有
や

利
用
の
状
況
、
建
物
の
現
況
な
ど
に

つ
い
て
調
査
す
る
も
の
で
、
そ
の
結

果
は
、
統
計
資
料
と
し
て
公
表
さ
れ

る
ほ
か
、
土
地
政
策
の
立
案
の
た
め

の
基
礎
資
料
な
ど
と
し
て
活
用
さ
れ

ま
す
。

　
調
査
対
象
法
人
の
皆
さ
ん
に
は
、

10

月
ま
で
に
調
査
票
が
郵
送
さ
れ
ま

す
の
で
、
所
定
の
事
項
を
記
入
し
て
、

11

月
3
0
日
ま
で
に
返
送
し
て
く
だ
さ

い
。

．
攣

西本町土地区画

整理事業起工式

　
1
0
月
2
日
働
、
総
合
体
育
館
北
側
の
西
本
町
土
地
区
画
整
理
事
業

地
内
で
、
市
、
議
会
、
地
元
関
係
者
及
び
工
事
関
係
者
ら
に
よ
る
西

本
町
土
地
区
画
整
理
事
業
の
起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
平
成
4
年
度
の
基
本
計
画
策
定
以
来
、
地
元
へ
の

説
明
会
の
開
催
や
話
し
合
い
を
行
い
、
ま
た
関
係
機
関
と
も
協
議
を

重
ね
、
今
年
5
月
に
事
業
計
画
の
決
定
を
行
い
、
実
質
的
な
事
業
の

開
始
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
西
本
町
地
区
は
、
近
年
徐
々
に
宅
地
開
発
が
進
み
つ
つ
あ
る
こ
と

や
、
妻
有
大
橋
の
開
通
に
よ
り
地
区
内
の
交
通
量
は
朝
晩
を
中
心
に

著
し
く
増
加
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
高
山
太
子
堂
線
の
整
備
も
進

み
、
新
た
な
市
街
地
と
し
て
の
整
備
が
待
た
れ
る
こ
と
か
ら
、
土
地

区
画
整
理
事
業
に
よ
っ
て
地
区
内
に
計
画
さ
れ
て
い
る
田
川
南
線
を

は
じ
め
と
し
た
道
路
網
等
の
都
市
基
盤
の
整
備
と
生
活
環
境
の
整
備

を
一
体
的
に
進
め
る
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
ま
た
、
西
本
町
地
区
は
博
物
館
や
総
合
体
育
館
等
の
文
教
施
設
が

集
積
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
事
業
に
合
わ
せ
「
十
日
町
情
報
館
（
仮

称
）
」
の
建
設
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
西
本
町
土
地
区
画
整
理
事
業
は
地
権
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
得
な
が
ら
、
市
の
都
市
計
画
事
業
の
柱
と
し
て
、
2
7
億
円
を
投
じ

て
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。
早
期
の
完
成
が
待
た
れ
ま
す
。
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〔体育功労者賞）

　　　　　　　　佐
　　　　　　　乖藤
　　　　　　　鐙敏
　　　　　　　誓夫

一施塞え
吉田地区体育協会の中心的メン

バーとして活動。特に吉田中・鐙

島小のクロカンスキーの指導に大

きな業績がありました。

村
山
　
薫
さ
ん

　
　
　
（
為
永
・
5
3
歳
）

下条地区体育協会の中心的メン

バーとして活動。現在も協会O　B

会のメンバーとして、現役への支

援・指導などにあたっています。

　　〔優秀指導者賞）

児玉恒信さん（稲葉・50歳）

ジュニアアルペンスキー競技で

中学生の指導に尽力。中学・高校

の全国大会や国体などに多くの選

手を送り込みました。

久保田行雄さん（上原新町・48歳）

ジュニアアルペンスキー競技で

中学生の指導に尽力。中学・高校

の全国大会や国体などに多くの選

手を送り込みました。

　　　〔特別賞〕

．撃異瀦鍔灘灘鱗i灘1繍灘　舗
成し遂げました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　讐

　　　　　　　　　　　　　　　　　悉　　叢
　　　　　　　　　　　　蜘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鍛．　　、　饗　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　轍　　　　　　　　　　　　　　　　　　懸庭、　　瓶購韻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総轍灘難鑛
　　　　　　　　　　　　　　　　　量　　騨　灘黙難懸i
　　　　　　　　　　　　　平成1願瀬灘馨
　　　　　　　　　　　　　市体有協馨表早多．
　　　　　　　　　　　　　　　一蒸1　　　瀟繕　　．醸
　　　　　　　　　　　　　第28回十日町市体育協会体育祭が10月9
　　　　　　　　　　　　日㈹、ラポート十日町で開催され、個人39

　　　　　　　　　　　　人・団体5チームの皆さんが表彰（9年10
　　　　　　　　　　　　月～m年9月末該当者）されました。

〔最優秀競技者賞）
醸、、　羅

加藤　　充 15 陸上長距離 ・駿灘、

上田瑠架 15 陸上長距離

桑原和幸 18 クロカンスキー

徳永郁美 18 クロカンスキー

斎木卓史 19 クロカンスキー

斎木裕志 20 クロカンスキー

　　一隷繊　1耀雛　懸叢　灘灘1馨萎…灘鐵欝難

第28回十日町市体育協会体育祭が10月9

日㈹、ラポート十日町で開催され、個人39

人・団体5チームの皆さんが表彰（9年10

月～m年9月末該当者）されました。
〔優秀競技者賞〕

市陸上競技協会女子駅伝チーム 陸上駅伝
岡本景子 14 陸上長距離中条中男子陸上競技部 陸上リレー
霜垣美香 15 水　　　　　泳

十日町市女子駅伝チーム 陸上クロカン
村山　　忍 13 陸上長距離武田康秀 18 空　　　　　手

小川絵理 15 陸上3種競技
岩田一紀 17 陸上中距離

池田紗矢香 14 砲　丸　投　げ
山崎六郎 48 水　　　　　泳

岩田淳也 15 陸上中距離尾身健太 22 陸上長距離
岡田　　雄 14 陸上長距離村山佳奈子 18 陸上短距離
鈴木龍也 11 陸上短距離庭野美雪 16 陸上リ　レー
江村美樹 11 陸上短距離山　田洋平 13 陸上長距離
尾身尚也 17 クロカンスキー

茂野直人 15 クロカンスキー

高橋佳代 17 クロカンスキー
野上幸寿 16 クロカンスキー

内山鉄平 17 クロカンスキー
阿部　　澄 48 テ　　ニ　　ス

佐藤香理 18 陸上中距離児玉春美 17 アルペンスキー
水落裕美子 18 砲　丸　投　げ

〔奨励者賞） 市川陽太 14 空　　　　　手

十日町空手協会スポーツ少年団 空　　　　手 関谷隆太郎 12 空　　　　　手

十　日　町中学校 ソフトテニス 入田　　佑 14 空　　　　　手
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位
一
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本
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95
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2
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A
1
4
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千
円

1
9
5
、
0
9
5
千

　
1
9
2
、
2
1
3
千
円

　
　
　
1
8
9
、
2
4
0
千

　
　
　
1
8
5
、
6
7
1
千
円

　
　
　
　
1
8
3
、
9
6
3
千
円

　
　
　
1
8
5
、
0
9
4
千
円

　
　
　
1
8
4
、
2
2
3
千
円

　
　
　
　
1
8
3
、
9
7
0
千
円

ー
．
…
隷

謙
．
雛

　
　
買
撚

　
　
蓬
内
．
叢

　
　
鐘
市
鐵

　
　
濃
響
鐵

　
　
礎
禦

　
「
た
ば
こ
税
」
は

ば
こ
」
の
本
数
に
基
、

に
入
る
税
金
で
す
。

　
左
の
グ
ラ
フ
か
ら
・

度
中
に
市
に
入
っ
た

2
億
2
千
7
百
万
円
』

占
め
て
い
ま
す
。

　
健
康
を
害
す
る
と
魅

さ
れ
が
ち
な
「
た
ば
7

注
意
を
し
て
い
た
だ
㌔

求
め
る
場
合
に
は
、
碑

求
め
く
だ
さ
い
。

　
　
騰
騨
一
却
一
⑲

9
8
、
2
1
8
千
本

1
0
1
、
2
8
6
千
本

1
0
0
、
1
0
7
千
本

9
9
、
0
6
4
千
本

9
7
、
5
6
2
干
本

9
7
、
2
5
0
千
本

9
8
、
5
3
1
千
本

9
8
、
8
6
7
千
本

9
9
、
3
2
4
干
本

元23456789年年年年年年年年年

8L
（
単
位
一
億
円

い
う
こ
と
で
、
最
近
で
は
敬
遠

と
。
も
ち
ろ
ん
吸
い
過
ぎ
に
は

き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
買
い

ぜ
ひ
市
内
の
販
売
店
で
お
買
い

も
分
か
る
よ
う
に
、
平
成
9
年

「
た
ば
こ
税
」
の
総
額
は
、
約

で
、
市
税
収
入
の
4
・
6
％
を

各
市
町
村
で
販
売
さ
れ
た
「
た

づ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
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E 旨

1
　卜　E

　

I
I

オ
昭

…
1
1

繊細で、美しい音色に

　魅せられて。

音と心が一つになる瞬問がたまらない
このコーナーでは、登場していただくサークルを募集しています。

問い合わせは企画人事課広報広聴係智57－3111内線213へ。

全国的にみても高いといえます。

　リコーダーは音の高いものから低いものまで8種類あり、

それらを曲によって使い分け、1人で吹いたり、数人で吹

いたり大勢で合奏したりと、いろいろな楽しみ方ができま

す。また簡単に音が出せるので、だれでも音楽を早いうち

から楽しむことができるのです。

　とはいえ、非常に繊細な楽器ですので、音楽づくりはや

はり難しい。それでもごくたまに、みんなの音と心が一っ

になる瞬問があります。その喜びを再び味わいたいがため

に、練習を重ねているのです。

　11月28日（土）には、十日町教会（十日町高校前）で、サン

デーボーカルアンサンブルの皆さんと、「コーラスとリコー

ダーによる古楽の夕べ」というコンサートを企画していま

す。「リコーダーって、こんな表現もできるんだな」という

ことを皆さんに知っていただけたら幸いです。皆さんのお

越しをお待ちしています。

で音楽教育に用いられ、多く

リコーダー。「小鳥のさえずり」

、その名のとおりとても繊細

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
。
つ
ら
楽
す
日
が
上
の
場
こ

音
コ
そ
す
使
か
音
で
十
ル
以
校
の
の
が

　
　
　
で
を
曲
な
プ

校
た
は
徴
一

学
つ
器
特
ダ

中
な
楽
が
一
『

て、ルネサンスの古い

現代曲まで、さまざま

を楽しんでいるグルー

　今ではほとんどの小

の人に知られるように

という意味をもつこの

で美しく、澄んだ音色

　私たちは、このリコ

『　　十日町リコーダーアンサン

　ブルが誕生したのは今から20

　年以上も前のことで、当時は

　学校の先生方の音楽教育の研

　究の場だったそうです。現在

　そのころのメンバーはいませ
’繊＋日町は今でもリコー

　ダーが盛んで、そのレベルは
練習にも熱が入ります

●
雛
露
儀
5
趣
響
欝
馨
繋
露
毯
偽
嚇
懸
≧
“
覆
齪
盈
鷺
鞭
・
・
羅
響
＠

簿鱒贈繋輔瞳o脚臆㊤㊤

材　料

　　（ホイル1個に使う分量
　　　　　　　　　＝1人分）

じゃがいも…％個
卵黄…1イ固

ミートソース缶詰…大さじ2
パセリ（みじん切り）…少々

ミ
ー
ト
ソ
ー
ス

　
　
コ
コ
ツ
ト

㊧馨
新
じ
ゃ
が
の
登
場
で
す
ね
。
ご
覧

繭　のと
お
り
、
材
料
は
見
た
き
り
￥

　
作
り
万
も
い
た
っ
て
簡
単
。
レ
ン

　
ジ
で
チ
ン
で
出
来
上
が
り
。
子
供

懸

醐
　
さ
ん
で
も
安
全
に
調
理
で
き
ま
す
。

　
弁
当
に
￥
お
つ
ま
み
に
￥
子
供
さ

　
ん
と
一
緒
に
お
試
し
く
だ
さ
い
。

O旛　〈
作
り
方
〉

　
①
じ
ゃ
が
い
も
は
4
分
の
ー
（
1

　
　
人
分
）
に
切
る
。
皮
を
付
け
た

　
　
ま
ま
ラ
ッ
ブ
で
包
み
．
電
子
レ

　
　
収
穫
期
も
終
わ
り
、
お
い
し
い

　
　
　
　
鑛
講
灘
峯

　　　鞠　o㊤難繋

の縛繍肉閣顯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
難

語
聴
皮
を
む
闘

②
目
玉
焼
き
ホ
イ
ル
に
①
を
並
べ
￥

　
　
　
　
議

　
　
　
欝
難
灘

ン
ジ
（
我
が
家
は
5
0
0
W
）

ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
を
回
し
か
け
る
。
㊤

中
央
を
へ
こ
ま
せ
￥
そ
こ
に
卵
．
馨

黄
を
落
と
し
入
れ
る
。
　
　
　
懸

◎
オ
ー
ブ
ン
ト
ー
ス
タ
ー
で
7
分

ほ
ど
焼
き
（
卵
黄
が
固
ま
る
程

度
ま
で
）
￥
取
り
出
し
て
色
味
に

み
じ
ん
切
り
の
パ
セ
リ
を
ち
ら
●

せ
て
出
来
上
が
り
。

樋ロ栄子さん
（塩野盈56－2207）

●
9
雛
警
裾
量
ぐ
O
響
藤
9
懸
塾
〉
≧
く
6
霜
◎

麟

このコーナーでは、登場していただく人を

募集しています。問い合わせは企画人事

課広報広聴係智57－3111内線213へ。
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葵礫i醗欝　　絶v
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饗・　　　〆ρ訴欝
　9月13日は運動会だったんだ。
障害物の平均台をわたるのが早か

ったよ。お田さん、お姉ちゃん．

お兄ちゃんの応援がよかったもん。

難轟簸　　　轍li、鞭織灘』識継

　　　　　　　　　　　　　　　　　分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　っぱい入れて勝ったの。網ひきも　　　　　（6歳）
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　　問い合わせは企画人事課広報広聴係費57－3川内線213へ．　　　　3　んがほめてくれて、うれしかった。
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●
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本気の本音
膨墜藝から＠．

圏　　
　
　
中
学
時
代
に
も
生
徒
会
の
書
記
を
や
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
高
校
で
も

　
　
　
う
す
こ
し
大
き
な
仕
事
を
し
て
み
た
い
と
い
う
の
が
立
候
補
の
き
っ
か
け

で
し
た
。
私
た
ち
役
員
は
、
1
0
月
2
4
日
の
文
化
祭
を
も
っ
て
退
任
し
ま
す
。

新
し
い
役
員
体
制
で
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
で
す

副
会
長
は
自
分
の
意
見
を
ズ
バ
ッ
と
発
言

で
き
る
人
。
後
半
は
少
し
ダ
ラ
け
ま
し
た
が
、

ず
い
ぶ
ん
サ
ポ
ー
ト
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

騰　　　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
中
学
ま
で
は
無
関
心

　
　
　
　
だ
っ
た
生
徒
会
活
動
で
す
が
、

積
極
的
に
自
分
の
意
見
を
出
せ
た
ら
と

思
い
立
候
補
し
ま
し
た
。
体
育
祭
、
夏
・
冬
の

球
技
大
会
、
生
徒
会
総
会
な
ど
、
や
っ
て
み
て

事
前
準
備
の
大
変
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
副
会
長
σ
な
る
ま
で
ウ

会
長
と
話
を
し
た
こ
と
も
な
か
っ
た
ん
で
す
。
最
初
は
頼
り
な
い
感
じ
に
見
え
た

け
ど
、
実
際
に
は
ま
と
め
る
の
が
じ
ょ
う
ず
で
と
て
も
頼
り
に
な
る
会
長
で
し
た
。

　
将
来
は
中
学
か
高
校
の
教
員
に
な
り
た
い
と
い
う
山
田
宏
幸
さ
ん
（
総
合
高
校
生
徒
会
長
・
写
真
右
）
と
自
分

　
で
作
っ
た
も
の
を
売
れ
る
お
店
を
持
ち
た
い
と
話
す
宮
川
美
由
喜
さ
ん
（
副
会
長
）
の
2
人
で
す
。

璽

　
生
ま
れ
は
津
南
町
外
丸
で
す
。
当

時
の
外
丸
は
尋
常
小
学
校
の
同
級
生

44

人
の
う
ち
約
半
数
が
そ
の
上
の
高

等
課
程
に
進
学
す
る
な
ど
比
較
的
教

育
熱
心
な
土
地
柄
で
し
た
。
そ
の
一

方
で
、
尋
常
高
等
小
学
校
に
進
学
し

た
女
学
生
の
う
ち
、
家
庭
の
都
合
な

ど
で
中
退
し
て
い
っ
た
人
が
大
半
を

占
め
る
な
ど
、
依
然
女
に
学
問
は
不

要
と
い
う
風
潮
も
残
っ
て
い
た
時
代

で
も
あ
り
ま
し
た
。
私
は
外
丸
尋
常

高
等
小
学
校
を
卒
業
後
、
伯
母
の
家

で
あ
る
富
田
屋
旅
館
で
約
1
0
年
に
わ

た
っ
て
朝
晩
の
手
伝
い
を
し
、
昼
は

和
裁
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
1
6
年
の
師
走
に
、
2
6
歳
で
塩

野
に
嫁
ぎ
ま
し
た
。
忘
れ
も
し
な
い

嫁
い
だ
そ
の
日
、
初
め
て
東
下
組
に

電
気
が
灯
っ
た
の
で
す
。
電
気
も
な

い
所
で
ど
う
や
っ
て
暮
ら
そ
う
か
と

悩
ん
で
い
た
私
の
心
に
も
一
筋
の
光

が
灯
り
ま
し
た
。

樋ロキクさん
（塩野）84歳

このコーナーでは、登場していただく人を募集

しています。問い合わせは企画人事課広報広

聴係智57－3川内線213へ。

　
1
8
年
1
月
に
は
長
男
が
誕
生
。
し

か
し
翌
年
に
夫
は
乳
児
を
お
い
て
戦

地
へ
と
出
征
し
て
行
き
ま
し
た
。
終

戦
の
翌
年
に
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

か
ら
夫
は
無
事
生
還
し
た
も
の
の
、

わ
が
子
の
か
わ
い
い
盛
り
を
離
れ
ば

な
れ
で
過
ご
し
た
た
め
に
、
子
供
が

父
親
の
存
在
を
理
解
す
る
の
に
、
し

ば
ら
く
時
間
が
必
要
で
し
た
。

　
戦
争
の
時
代
、
私
は
子
供
を
食
べ

さ
せ
る
た
め
に
残
っ
た
家
族
と
と
も

に
農
作
業
に
精
を
出
し
て
い
ま
し
た
。

私
た
ち
の
時
代
は
鍬
や
鎌
、
牛
を
使

っ
て
の
農
作
業
を
し
た
も
の
で
す
。

山
の
中
の
小
さ
な
棚
田
か
ら
は
刈
っ

た
稲
を
背
負
っ
て
運
び
出
す
な
ど
、

今
で
は
想
像
も
で
き
な
い
よ
う
な
き

つ
い
労
働
も
あ
り
ま
し
た
。
子
供
3

人
を
育
て
あ
げ
、
子
や
孫
の
時
代
に

な
っ
た
今
も
、
秋
に
は
な
ぜ
か
稲
刈

り
の
天
候
が
気
に
な
り
ま
す
。

　
今
は
自
分
に
で
き
る
こ
と
は
自
分

で
こ
な
し
、
子
供
や
孫
と
過
ご
す
毎

日
の
暮
ら
し
の
中
に
、
心
か
ら
の
喜

び
を
み
つ
け
て
い
ま
す
。
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　　　　護　　ット斌

箋

　穆醜
懸

　螺　鎌
撒

りが大切

ご
心
よ

全
“
安
気

欝
、鞭　』メ蹴麟

雛覇、、購慧難講，，、撚．縷、．、羅i

　葛飾の子供たちが
　収穫作業で十日町の秋を満喫

　
都
会
の
皆
さ
ん
に
魚
沼
米
の
生
産
現
場
と
収
穫
の
喜

び
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
ん
な
思
い
で
始
ま
っ
た

十
日
町
農
協
主
催
に
よ
る
稲
刈
り
体
験
ツ
ア
ー
が
今
年

で
ち
ょ
う
ど
1
0
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
今
年
は
9
月
2
3

日
秋
分
の
日
に
開
催
さ
れ
、
日
ご
ろ
か
ら
J
A
の
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
交
流
の
深
い
葛
飾
区
内
か
ら
、

ほ
ん
で
ん

本
田
梅
の
子
こ
ど
も
会
（
倉
持
佐
知
子
会
長
）
の
児
童
・

父
兄
4
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
鐙
坂
地
内
で
稲
刈
り
を
し
た
後
、
黒
沢
で

の
栗
ひ
ろ
い
や
、
さ
つ
ま
い
も
掘
り
に
挑
戦
。
子
供
た

ち
は
コ
ン
バ
イ
ン
試
乗
や
、
土
の
中
か
ら
顔
を
出
す
さ

つ
ま
い
も
に
目
を
輝
か
せ
、
都
会
で
は
味
わ
え
な
い
土

と
の
触
れ
合
い
を
心
ゆ
く
ま
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
9
月
2
6
日
ω
、
「
秋
の
交
通
安
全
運
動
」
行
事
の
一
環

と
し
て
、
中
条
地
区
の
高
齢
者
を
対
象
に
「
交
通
安
全
・

演
劇
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
夜
間
が

長
く
、
毎
年
歩
行
者
の
死
亡
事
故
が
多
く
な
る
秋
に
向

釣
や
咳
お
年
寄
り
を
交
撃
故
か
ら
守
ろ
う
と
、
市
と
中

ごく
鴇
条
地
区
交
通
安
全
自
治
会
・
同
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
共

目
田
心
催
に
よ
り
行
わ
れ
た
も
の
で
す
・

よ
り
　
集
い
で
は
、
演
親
会
に
よ
る
演
劇
「
ブ
ス
（
む
か
し
）
」

で
楽
し
ん
だ
後
、
大
島
（
十
日
町
警
察
署
）
交
通
課
長

の
交
通
安
全
講
話
を
聞
き
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
し
た

高
齢
者
8
0
人
を
代
表
し
て
根
津
龍
雄
さ
ん
が
「
安
全
運

転
、
横
断
時
の
左
右
確
認
、
夜
間
外
出
の
自
粛
と
い
う

3
つ
の
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
す
」
と
宣
誓
し
ま
し
た
。

履オひ¢5、
市内中学校英語指導助手。
イギリスマンチエスター出身。

こんにちは！　私はマイケル・コノリーです。イギリス

マンチェスターから来ました。私は23歳です。私は大学

4年問日本語を勉強したのですが、まだ下手です。大学

年生の時、新潟大学に1年間留学していました。新潟の

は私にすごく親切だったので、新潟県に戻りたかったの

　
　
　
　
　
　
　

　
4
年
は
す
私
近
私
中
ま
れ

の
で
3
人
で
　私の趣味はサッカーとギターを弾くことです。しかし、

最近は町の地図を頭に入れることで精一杯です。

　私は1週間のうち3日問は中条中学校で、2日間は十日

町中学校と水沢中学校と南中学校と吉田中学校で英語を教

えます。十日町の中学生たちは、みんな気軽に話しかけて

くれるし、優しい生徒たちなのでとても楽しいです。

　一生懸命がんばりますのでよろしくお願いします。市民

の皆さんも、私をみかけたら、ぜひ声をかけてください。

　　　　He”o　everyone，my　mane　is　Michael　Conno”y．I　come　from

Manchester　in　Engbnd，and　I　am23years　old．l　studied
Japanese　at　university　for4years　but，l　am　sti”not　very　good！

When　l　was　in　my3rd　year．I　spent　one　year　studying　at　Niigata

University．The　Niigata　people　were　so　kind　to　me　that　l　wanted

to　return　to　Niigata　prefecture．

　　　　My　hobbies　are　soccer　and　playing　the　guitar　however，

recently　l　have　just　been　trying　to　find　my　way　around　Tokama・

chi．

　　　　Every　week　l　spend3days　at　Nakajo　JHS　and2days　at

Tokamachi　JHS．I　also　teach　Eng”sh　occasiona”y　at　Yoshida，

Minami　and　Mizusawa　Junior　High　Schools．A”the　Junior　High

School　students　l　have　met　have　very　friendly　and　kind　and　l　have

thouroughly　enjoyed　teaching　them，

　　　　Over　the　next　year　I　promise　that　l　wi”do　my　best　and　to

the　people　of　Tokamachi，if　you　see　me　around　the　town　please

come　and　talk　to　me．
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　撚職
融洩瀞

碑

砥
！
　
　
儲鷺

　　　　　鱒　愚

　　真っ白なそば畑で
　　これまさに贅沢なそば三昧

　
そ
ば
畑
の
真
ん
中
で
、
そ
ば
の
花
見
を
し
な
が
ら
、

打
ち
た
て
の
そ
ば
と
、
地
酒
や
秋
の
郷
土
料
理
を
味
わ

う
「
野
点
そ
ば
ツ
ア
ー
」
が
9
月
2
6
日
㈹
∵
2
7
日
㈲
と

開
か
れ
、
県
内
外
の
1
4
0
人
の
そ
ば
通
の
皆
さ
ん
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
田
麦
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
、
六
箇
地

区
振
興
会
、
地
区
内
の
そ
ば
屋
さ
ん
が
協
力
し
て
、
「
そ

ば
処
・
十
日
町
」
を
P
R
し
よ
う
と
企
画
し
て
い
る
も

の
で
6
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
今
年
は
8
月
2
2
日
に
種
ま
き
。
し
か
し
不
純
な
天
候

の
た
め
に
、
そ
ば
の
丈
が
短
く
実
も
小
粒
で
、
刈
り
取

り
は
1
0
日
遅
れ
の
H
月
中
旬
こ
ろ
に
な
る
と
の
こ
と
で

す
が
、
田
麦
の
高
台
に
広
が
る
1
町
5
反
の
畑
は
一
面

真
っ
白
な
花
が
満
開
。
そ
の
情
景
は
見
事
な
も
の
で
す
。

　
　
手

　
　
白
　
　
恒
例
の
「
な
つ
メ
ロ
歌
謡
シ
ョ
ー
」
が
9
月
2
7
日
㈲
、

　
　
オ
市
民
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
昼
・
夜
の
部
あ
わ
せ

　
　
大

　
　
二
　
て
2
千
3
百
人
が
入
場
。
特
別
ゲ
ス
ト
は
空
前
の
大
ヒ

　
　
こ

　
　
一
　
ッ
ト
曲
「
星
の
流
れ
に
（
昭
和
2
2
年
発
売
）
」
の
菊
池
章

　
　
ヨ
子
さ
ん
、
司
会
は
「
歌
ま
ね
読
本
」
年
間
グ
ラ
ン
ド
チ

　
　
シ

　
　
　
　
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
イ
セ
太
郎
さ
ん
。
歌
手
は
十
日
町
懐
メ

気
謡
。
愛
好
会
演
奏
は
＋
日
町
ユ
ニ
オ
ン
●
ホ
ッ
プ
ス
・

汰
憾
－
は
舞
踊
協
会
の
皆
さ
ん
釜

鞍
に
鍛
磁
膨
翻
加
鯵
鞭
髄
躍

根
な
好
会
に
本
田
市
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
・
過

　
　
　
　
去
1
9
回
ま
で
の
収
益
金
2
千
5
百
万
円
弱
は
、
社
会
福

　
　
　
　
祉
活
動
に
使
わ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

問
健
健
盈

●

糖
尿
病
を
予
防
す
る

　
　
～
す
こ
や
か
教
室
の
す
す
め
～

　
糖
尿
病
は
”
自
動
車
の
普
及
と
と

も
に
増
え
て
い
る
”
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
病
気
の
原
因
が
運
動
不
足
と

食
べ
す
ぎ
と
い
う
日
常
生
活
そ
の
も

の
に
関
係
が
深
く
、
だ
れ
も
が
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
運

動
や
食
事
の
改
善
は
必
要
と
思
っ
て

も
実
際
に
は
難
し
い
よ
う
で
す
。

　
市
は
糖
尿
病
検
診
の
結
果
、
糖
尿

病
の
疑
い
の
あ
る
人
を
対
象
に
す
こ

や
か
教
室
（
糖
尿
病
予
防
教
室
）
を

行
っ
て
い
ま
す
。
教
室
は
5
日
間
コ

ー
ス
で
行
い
、
糖
尿
病
の
理
解
と
、

日
ご
ろ
の
生
活
改
善
の
ヒ
ン
ト
を
見

つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
9
年
度
の
す
こ
や
か
教
室
の

参
加
者
は
7
8
人
。
参
加
者
か
ら
は
「
家

で
も
で
き
る
運
動
を
教
え
て
も
ら
っ

て
良
か
っ
た
。
運
動
で
血
糖
値
が
下

が
る
こ
と
が
実
感
で
き
た
」
「
栄
養
士

の
話
を
聞
く
こ
と
で
自
分
の
食
事
の

改
善
点
が
分
か
り
、
バ
ラ
ン
ス
良
く

食
べ
る
こ
と
が
長
つ
づ
き
の
コ
ツ
だ

と
分
か
っ
た
」
な
ど
様
々
な
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。
教
室
終
了
時
の
検
査

で
は
、
参
加
者
7
8
人
中
3
5
人
に
体
重

減
少
が
み
ら
れ
、
血
液
検
査
（
ヘ
モ

グ
ロ
ビ
ン
敵
）
で
は
、
7
5
人
が
正
常

値
内
に
入
る
な
ど
改
善
が
み
ら
れ
ま

し
た
。

　
　
　
ヤ
診

樽

　
　
　
ノ
子
　
ナ
　
を

　
こ
れ
か
ら
1
0
年
度
の
糖
尿
病
検
診
、

す
こ
や
か
教
室
が
始
ま
り
ま
す
。
検

査
で
異
常
が
み
ら
れ
た
人
は
、
教
室

へ
の
参
加
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

〈
1
0
年
度
の
予
定
〉

対期
象間

内
容

n
～
2
月
　
5
日
間
コ
ー
ス

糖
尿
病
検
診
を
受
け
た
人
で

境
界
型
の
人
（
定
員
4
0
人
）

糖
尿
病
と
は
何
か

食
事
療
法
・
運
動
療
法

血
液
検
査
　
等

　
く
わ
し
く
は
健
康
福
祉
課
・
健
康

増
進
係
へ
。
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醍 …
｝

…
きiil

か
け
ま
せ
ん
か

10

月
「
子
供
映
写
会
」

籔
日
時
H
1
0
月
2
4
日
㈲
午
前
1
0
時
～
霧
場

所
H
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
籔
入
場
料
H
無

料
雛
内
容
H
お
も
ち
ゃ
の
マ
ー
チ
、
く
ま

の
お
い
し
ゃ
さ
ん
ほ
か
霧
間
合
せ
H
少
年

育
成
セ
ン
タ
ー
（
暦
5
7
1
8
9
1
8
）
へ
。

ド
ー
ム
中
里
き
☆
ら
・
ら

　
　
　
1
0
月
の
定
期
投
影

霧
日
時
ロ
ー
0
月
1
8
日
㈲
・
2
5
日
㈲
午
前
1
1

時
～
4
0
分
問
霧
場
所
H
中
里
村
U
モ
ー
ル

霧
入
場
料
“
一
般
2
百
円
、
中
学
生
以
下

百
円
霧
特
別
投
影
H
憩
月
1
7
日
d
D
午
後
7

時
3
0
分
～
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
プ
ラ
ネ
「
山

口
百
恵
」
特
集
あ
り
霧
問
合
せ
H
中
里
村

教
育
委
員
会
（
盈
6
3
1
4
4
7
8
）
へ
。

加
し
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
　
マ
　
マ

八
ロ
ー
陥
陥
ス
ク
ー
ル

膨
日
時
H
1
1
月
7
日
㈹
・
1
6
日
㈲
午
後
1

時
1
5
分
～
（
2
日
間
コ
ー
ス
）
霧
場
所
“
市

役
所
保
健
セ
ン
タ
ー
霧
対
象
H
1
0
年
6
月

25
日
～
1
0
月
2
3
日
の
問
に
妊
娠
届
を
し
た

人
霧
内
容
1
1
歯
科
検
診
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ

指
導
、
栄
養
指
導
ほ
か
霧
参
加
費
H
無
料

雛
問
合
せ
H
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係

熊に遷注意ください

　今年は熊が活発に活動して碕ます。

きのこ採りなどで幽に入るときば十

分にご注意くださ韓。

＜熊俊遭わないため‘εは〉

　山に入る際には音の幾るもの（く

ま鈴、ラジオなど）を身に付け、人

力勤〉るごとを遠くがら熊淀：分からせ

る羅と嚇最も有効鞍対策驚す。

＜熊に出会った場〉

　大声を出し艶の、熊をむやみに刺

激したηしな撚よう滋しましょう。

籔闘合慧糞農林課林政農災係へ．

寄樹あDが巻う
　　　9月麗臼届は出分ま懸総敬称略）

蘭地域福祉事業磯馨根津ふ謬願（稲

荷町3南・きの和装学苑・5，000円）

脳社会橿祉事業《塞匿名（3◎，◎00円）

園羽根川荘へ霊上原老火クラブ（800

円）伸好会（3，500円）中条会（3，900

円）

鯛交通逡児等援助基金へ竃遠田道子

（寿町2・⑳，◎⑨O円〉坐町俄連中・

代表隔部一郎（袋町西・32，020円）

園情報館建設準備室へ窯高木国保

（田矧町3）蕪木孫右誓本町3〉庭野

欝畜（本町7一⑳蕪木賢治（学校

町欝星野発一（下幽〉

園公民館図書室《馨服部泰（学校町

鋪小林賢有（湖原町）津南新聞社

薗樽物館《翠山本遜松《五軒新田）

太田健餐北鐙坂）幽黍徳政（塚田）

欝井良通（塗市劫高野カツ（北新

田1）小宮幽灘錠餐四圏町新田蓬）

長谷瑚節治巡水四）根津嚢難郎《東

鎌都〉

園国際交流・文化蒸環一響墓金《玄

灘欝卿熱灘ス窮一潅灘㈱，◎◎粥》

へ
。
※
対
象
者
に
は
通
知
を
し
ま
す
が
、

10
月
2
5
日
を
過
ぎ
て
も
通
知
が
届
か
な
い

人
は
問
合
せ
を
。

妻
有
郷
同
窓
会

　
地
域
に
暮
ら
す
同
窓
生
が
一
同
に
集
ま

っ
て
元
気
を
出
そ
う
と
計
画
し
ま
し
た
。

霧
日
時
H
1
1
月
1
5
日
㈲
午
後
4
時
～
8
時

霧
場
所
H
ク
ロ
ス
ー
0
（
大
ホ
ー
ル
）
務
対

象
H
十
日
町
市
、
川
西
町
、
津
南
町
、
中

里
村
、
松
代
町
、
松
之
山
町
に
在
住
す
る
、

昭
和
2
9
年
4
月
～
3
0
年
3
月
生
ま
れ
の
人

（
地
域
外
か
ら
嫁
い
だ
人
や
移
り
住
ん
で

き
た
人
も
対
象
）
霧
会
費
n
3
千
円
（
た

だ
し
、
前
売
の
み
）
雛
問
合
せ
H
西
野
良

昭
（
加
賀
糸
屋
町
㊧
盈
52
1
6
6
6
7
㊧

57
1
3
3
8
8
）
へ
。

ひ
と
　
　
ひ
と

「
女
と
男
」
ふ
れ
愛
フ
ェ
ス
タ

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し

て
新
潟
県
・
糸
魚
川
市
近
隣
市
町
村
実
行

委
員
会
が
主
催
す
る
「
女
と
男
」
ふ
れ
愛

フ
ェ
ス
タ
参
加
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

笏
日
時
H
n
月
1
4
日
㈹
（
午
前
1
0
時
市
役

所
正
面
集
合
）
獲
場
所
H
糸
魚
川
市
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
「
ビ
ー
チ
ホ
ー
ル
ま
が
た

ま
」
霧
定
員
目
4
0
人
（
先
着
順
）
纏
参
加

費
“
2
百
円
（
保
険
料
）
霧
申
込
み
H
n

月
1
0
日
㈹
ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
企
画

人
事
課
企
画
係
へ
。

魚
沼
菊
花
展
・
浦
佐
菊
ま
つ
り

纏
期
間
H
1
0
月
2
8
日
㈱
～
n
月
8
日
㈹

（
菊
搬
入
日
“
1
0
月
2
5
日
㈲
、
審
査
会
“

10
月
2
7
日
㈹
）
霧
場
所
H
浦
佐
普
光
寺
・

毘
沙
門
堂
霧
問
合
せ
H
水
落
菊
治
（
下
条

1
丁
目
十
日
町
市
菊
栽
培
者
地
区
代
表
智

55
1
2
0
9
8
）
へ
。

ス　　
　
ポ
ー
ツ
・

　
　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

〈
第
7
回
市
長
杯
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
の
変
更
〉
　
先
に
お
知
ら
せ
し
た
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
日
程
を
次
の

よ
う
に
変
更
し
ま
す
。
笏
日
時
”
1
1
月
8

日
㈲
笏
申
込
み
H
1
0
月
1
7
日
出
ま
で
に
総

合
体
育
館
（
盈
52
1
4
3
7
7
）
へ
。

◆
心
の
健
康
相
談

脅
日
時
H
1
0
月
27
日
㈹
午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
笏
場
所
”
十
日
町
保
健
所
笏
担
当
医

H
山
下
医
師
（
中
条
病
院
）
笏
問
合
せ
”

十
日
町
保
健
所
（
費
57
1
2
4
0
0
）
ま

た
は
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係
へ
。

◆
断
酒
友
の
会
十
日
町
例
会

　
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
や
お
酒
で
体
調
を
こ

わ
し
て
い
る
方
、
例
会
に
参
加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
笏
日
時
”
1
0
月
2
4
日
ω
午
後
7

時
～
9
時
笏
場
所
1
1
公
民
館
本
館
笏
問
合

せ
“
健
康
福
祉
課
保
健
予
防
係
へ
。

◆
特
設
法
務
総
合
相
談
所
開
設
　
の
日
時

H
1
1
月
1
0
日
㈹
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
笏

場
所
“
市
役
所
保
健
セ
ン
タ
ー
傷
相
談
内

容
U
法
律
的
な
問
題
、
行
政
的
な
問
題
、

不
当
な
差
別
、
金
銭
の
貸
借
、
不
動
産
問

題
、
家
庭
の
問
題
ほ
か
笏
相
談
員
ー
法
務

局
職
員
、
人
権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談
委

員
、
弁
護
士
籔
相
談
料
ー
無
料
⑫
問
合
せ

H
市
民
生
活
課
市
民
係
へ
。

◆
国
民
年
金
相
談
所
開
設
　
市
で
は
、
六

日
町
社
会
保
険
事
務
所
の
協
力
を
得
て
、

「
国
民
年
金
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

日
ご
ろ
国
民
年
金
に
つ
い
て
疑
問
に
思
っ

て
い
る
こ
と
や
、
や
む
を
え
な
い
事
情
で

保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
場
合
の
相
談
な

ど
も
受
け
付
け
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
籔
日
時
目
1
0
月
2
3
日
㈹
・
2
6

日
㈲
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
笏
場
所
“
保

健
セ
ン
タ
ー
纏
相
談
料
”
無
料
鞍
問
合
せ

”
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係
へ
。

◆
新
大
法
学
部
法
律
相
談
部
に
よ
る
無
料

法
律
相
談
会
　
修
電
話
相
談
▼
日
時
”
1
1

月
2
3
日
㈲
・
2
4
日
㈹
午
後
1
時
～
8
時
▼

内
容
”
係
争
中
の
事
件
を
除
く
民
事
事
件

▼
電
話
番
号
”
晒
－
鮒
ー
6
4
3
3
、
晒

　
り
乙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
【
」
　
　
　
「
⊥

1
6
1
8
5
6
9
　
2
－
6
1
6
0
1
6

　
り
乙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
n
U
　
　
　
り
乙

笏
相
談
会
▼
日
時
“
1
2
月
6
日
㈲
午
前
1
0

時
～
午
後
5
時
▼
場
所
一
新
潟
大
学
五
十
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嵐
キ
ャ
ン
パ
ス
法
文
棟
※
問
合
せ
一
新
潟

大
学
法
学
部
法
律
相
談
部
（
智
晒
－
朧
1

6
0
0
8
）
へ
．

◆
暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談
　
税
金
、
相
続
、

教
育
、
健
康
や
園
芸
な
ど
日
常
の
暮
ら
し

全
般
の
悩
み
や
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
の
相

談
に
専
門
家
が
手
紙
で
お
答
え
し
ま
す
。

相
談
内
容
は
秘
密
厳
守
で
す
。
相
談
内
容

と
返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
郵
送
く
だ
さ

い
。
傷
郵
送
先
”
働
新
潟
県
勤
労
者
福
祉

厚
生
財
団
「
暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談
室
」

（
〒
蜥
1
8
1
1
3
新
潟
市
寄
居
町
観
1

38
智
晒
－
麗
1
3
4
1
1
）
へ
。

◆
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
か
ね
園
職
員

募
集
　
⑫
職
種
及
び
受
験
資
格
”
①
看
護

婦
（
正
職
員
）
1
人
H
看
護
婦
ま
た
は
准

看
護
婦
の
資
格
を
有
す
る
4
5
歳
ま
で
の
人

②
介
護
員
兼
栄
養
士
（
臨
時
職
員
）
1
人

H
栄
養
士
の
資
格
を
有
す
る
4
5
歳
ま
で
の

人
③
介
護
員
（
臨
時
職
員
）
若
干
名
H
4
5

歳
ま
で
の
人
※
い
ず
れ
の
職
種
も
通
勤
可

能
な
人
穆
提
出
書
類
口
①
履
歴
書
（
市
販

の
も
の
に
自
筆
記
入
）
②
卒
業
証
書
の
写

し
③
免
許
等
資
格
証
明
書
の
写
し
④
直
近

の
健
康
診
断
結
果
の
写
し
（
住
民
検
診
、

職
場
の
健
康
診
断
）
の
試
験
の
日
時
・
場

所
H
n
月
1
4
日
ω
午
前
9
時
～
あ
か
ね
園

纏
申
込
み
1
1
1
1
月
5
日
内
ま
で
（
郵
送
の

場
合
当
日
消
印
有
効
）
に
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
あ
か
ね
園
（
〒
粥
1
0
1
3
6
川

西
町
大
字
高
原
田
珊
1
1
智
6
8
－
4
5
6

5
）
へ
。

◆
社
会
福
祉
協
議
会
の
パ
ー
ト
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
募
集
　
笏
職
種
・
報
酬
1
ー
パ
ー
ト

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
①
家
事
日
時
給
9
4
0

円
②
介
護
口
時
給
1
、
4
1
0
円
鯵
資
格

目
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
3
級
取
得
者
で
5
5
歳

未
満
の
市
内
在
住
の
人
傷
採
用
予
定
人
員

“
5
人
窃
採
用
時
期
”
n
月
以
降
笏
申
込

み
“
1
0
月
3
0
日
㈹
ま
で
に
市
役
所
内
十
日

町
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
。
選
考
方
法
、

選
考
日
は
申
込
者
に
別
途
通
知
。

◆
ク
ロ
ス
ー
0
冬
期
駐
車
場
受
け
付
け
ま
す

の
期
間
H
1
0
年
1
2
月
n
日
㈹
～
1
1
年
3
月

10

日
㈱
（
た
だ
し
、
降
雪
等
の
状
況
で
申

し
出
に
よ
り
3
月
2
0
日
こ
ろ
ま
で
駐
車
の

延
長
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
雪
ま
つ
り
期

間
・
1
1
年
2
月
1
9
日
～
2
1
日
は
駐
車
で
き

ま
せ
ん
）
の
料
金
H
3
1
、
9
0
0
円
（
前

納
、
税
・
印
紙
代
含
む
）
笏
受
付
台
数
“

70

台
（
先
着
順
）
笏
受
付
日
H
n
月
1
日

㈲
午
前
8
時
～
笏
申
込
み
”
ク
ロ
ス
ー
0

（
智
57
－
2
3
2
3
）
へ
。

◆
羽
根
川
荘
の
休
館
　
六
箇
地
区
文
化
祭

の
た
め
、
1
0
月
2
5
日
㈲
は
終
日
休
館
に
な

り
ま
す
。
笏
問
合
せ
H
羽
根
川
荘
（
盈
52

1
5
4
3
4
）
へ
。

◆
障
害
児
（
者
）
地
域
療
育
等
支
援
事
業

　
長
岡
療
育
園
で
は
、
在
宅
障
害
児
（
者
）

の
地
域
で
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
各

種
相
談
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
援
助
を

行
い
ま
す
。
纏
対
象
者
”
在
宅
の
重
度
心

身
障
害
児
（
者
）
、
精
神
薄
弱
児
（
者
）
、

身
体
障
害
児
籔
事
業
内
容
”
①
巡
回
相
談

②
訪
問
健
康
審
査
③
地
域
生
活
支
援
事
業

笏
問
合
せ
H
重
症
心
身
障
害
児
施
設
・
長

岡
療
育
園
相
談
課
（
一
丁
蜘
1
2
1
3
5
長

岡
市
深
沢
町
2
2
7
8
1
8
智
0
2
5
8

1
4
6
1
6
6
1
1
）
へ
。

◆
新
潟
県
の
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
ま
し

た
　
こ
の
最
低
賃
金
は
業
種
、
業
務
、
パ

ー
ト
タ
イ
マ
ー
、
臨
時
雇
を
問
わ
ず
適
用

さ
れ
ま
す
。
の
適
用
日
”
9
月
3
0
日
～
笏

賃
金
”
1
日
”
5
、
0
0
4
円
、
1
時
間

一
6
2
6
円
笏
問
合
せ
”
十
日
町
労
働
基

準
監
督
署
（
智
52
1
2
0
7
9
）
へ
。

◆
㎜
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
月
間
で
す

　
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）

へ
の
加
入
は
お
済
み
で
す
か
。
労
働
保
険

は
、
保
険
事
故
（
失
業
等
ま
た
は
業
務
災

害
、
通
勤
災
害
）
が
発
生
し
た
と
き
に
必

要
な
保
険
給
付
を
行
い
、
そ
の
人
の
生
活

の
安
定
を
図
る
も
の
で
、
労
働
者
を
1
人

で
も
雇
用
す
る
事
業
主
は
必
ず
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
だ
、
加
入
手
続

き
の
お
済
み
で
な
い
事
業
主
は
早
目
に
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
笏
問
合
せ
”
十

日
町
労
働
基
準
監
督
署
ま
た
は
十
日
町
公

共
職
業
安
定
所
（
盈
57
1
2
4
0
7
）
へ
。

◆
新
潟
県
農
林
水
産
業
振
興
資
金
（
知
事

特
認
資
金
）
　
台
風
7
号
に
よ
り
被
害
を

受
け
た
農
業
者
に
対
し
て
低
利
な
融
資
を

行
い
ま
す
。
霧
貸
付
対
象
者
料
農
作
物
の

損
失
額
が
、
そ
の
人
の
平
年
に
お
け
る
農

業
総
収
入
額
の
㎜
分
の
m
以
上
で
あ
る
旨

の
市
長
の
認
定
を
受
け
た
農
業
者
ま
た
は

団
体
、
法
人
霧
貸
付
対
象
”
種
苗
、
農
薬
、

肥
料
、
そ
の
他
農
業
用
資
材
の
購
入
費
及

び
農
業
用
施
設
復
旧
費
等
雛
利
率
瞬
1
・

7
％
程
度
纏
償
還
期
限
”
5
年
以
内
（
う

ち
据
置
期
間
2
年
以
内
）
籔
貸
付
限
度
額

料
個
人
u
2
5
0
万
円
（
特
例
の
場
合
6

0
0
万
円
ま
で
）
生
産
法
人
及
び
団
体
“

7
5
0
万
円
（
特
例
の
場
合
1
、
8
0
0

万
円
ま
で
）
籔
問
合
せ
“
そ
の
他
貸
付
要

件
が
あ
り
ま
す
の
で
J
A
十
日
町
（
恩
駆

ー
1
5
7
1
）
ま
た
は
農
林
課
農
業
振
興

係
へ
。
※
こ
の
ほ
か
に
も
自
作
農
維
持
資

金
（
災
害
資
金
）
が
あ
り
ま
す
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
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●
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　　　　おまちしてます
／一φ，おじゃまします

10月は29日（木）です

時　間　午後7時～9時

　　　（先着2組、1組50分）
　
着
室
月
広
ん

後
先
長

　
（
市

　
　
　
場
込

　
　
　
会
申申し込み　10月23日働までに企画人

　　　　事課広報広聴係へ。

※市長が皆さんの所へ出かけて話し

合う「おじゃまします暖和室」は

　随時受け付けています。

ゆずります
ゆずってください
＊消費者協会（市民生活課生活環境係）

品　　　　名 規　格 希望価格

通信力ラオケ TAITOメリアボックス 2万円
ガス用風呂桶釜セット 県営アパートで

使用したもの 2万円位

ノ寸 イ　ク 50cc
スズキガンマ
キズなし 8万円

〃 90cc
ホンダ
1万5千km位走行 1万円

電 話 機 ピンク電話 5千円位

タ イ ヤ
19560R－15
普通車用4本 相談で

スタッドレスタイヤ 13インチ8本15インチ4本 無　料

スキーキャリア
正曜04×4、パジ■ロサファリ、

ミストラノレ、テラノ鞭用可 1万円
学 習 机 木製 無　料

セミダブルベッド 大人用 ノノ

パイプベツ ド 床上40cm位 ノノ

電 子　　手 帳
シヤープ
WIZ500 3千円

ノマ ソ　　コ ン
コンパックミニタワー

型、仮想写真用 5万2千円

カラーワープロ サンヨー

SWPV400C
3万8千円

ハンディコピー写楽 富士ゼロックス 1万円

ビデオプリンター ソニーCVPW1リボン付き
ノノ

カ メ 一
フ

ミノルタα7000
レンズ付き 1万6千円

禅票

足踏み式ミシン 相談で

ス　ク　ー　タ ｝ 50cc 3千円

婦人用自転車 3～5千円

乳　　　母 車 A型 相談で

ベビーベツ ド 3千円

ビデオデツキ メーカー問わず 相談で
布 50cm以上のもの

麻絹・緋ゆかた地など 無　料

電気炊飯 器
メーカー問わず
5合か8合炊き

相談で

除　　　湿 機 メーカー問わず ノ／

カ　メ　ラ　三 脚 メーカー問わず 2～3千円位

一　　　輪 車 4～5歳
女の子用 相談で

は　　　し
｝“

）

木製

2間～2間半
無　料

二槽式洗濯機 半自動 相談で

はた織り機械
手織用
小型のもの

／ノ
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蟻、

籏

十
日
町
市
史
を
読
む

新
し
難
盤
叢
鷺
懸
灘

　
　
　
み
つ
な
が

　
松
平
光
長
が
市
域
を
支
配
し
て
い

た
一
七
世
紀
は
、
大
開
発
の
時
代
と

も
い
う
べ
き
時
期
で
し
た
。

　
戦
争
に
明
け
暮
れ
た
時
代
か
ら
平

和
な
時
代
へ
と
移
り
、
城
を
築
く
土

木
技
術
が
新
田
開
発
に
向
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
大
名
は
経
済
力
を
強

化
す
る
た
め
、
新
田
開
発
に
取
り
組

ん
だ
か
ら
で
す
。

　
信
濃
川
両
岸
に
発
達
し
た
河
岸
段

丘
は
、
市
域
の
地
形
の
特
徴
の
一
つ

で
す
が
、
水
田
耕
作
の
う
え
で
は
、

用
水
が
得
ら
れ
な
い
難
点
が
あ
り
ま貝野川用水の取り入れ口

⑲

織
撚
鐘
雛

　
　
　
　
…
雛

す
。
段
丘
の
上
に
用
水
を
引
く
に
は
、

長
大
な
用
水
路
を
必
要
と
し
、
し
か

も
急
な
崖
の
中
腹
に
築
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
貝
野
川
か
ら
取
水
し
た
貝
野
川
新

田
、
飛
渡
川
を
水
源
と
し
た
上
新
田
・

中
新
田
の
開
発
も
こ
の
こ
ろ
で
す
。

　
信
濃
川
の
川
辺
や
中
州
も
開
発
さ

れ
ま
し
た
。
中
条
の
杉
島
新
田
や
鶴

島
新
田
な
ど
、
こ
う
し
た
新
田
に
は

「
島
」
が
つ
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い

よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
支
流
の
当
間
川
・
入
間
川
・

羽
根
川
な
ど
の
川
沿
い
に
も
、
二
俣

口
新
田
・
鍬
柄
沢
新
田
・
塩
野
俣
新

田
な
ど
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
時
期
、
市
域
に
は
約
五
十
か

所
に
の
ぼ
る
新
田
が
開
発
さ
れ
ま
し

た
。
上
新
田
・
中
新
田
・
四
日
町
新

田
・
北
新
田
・
宮
下
新
田
は
、
一
村

と
し
て
独
立
し
た
村
に
な
り
、
石
橋

新
田
・
野
中
新
田
な
ど
は
、
小
泉
村
・

新
保
村
の
枝
村
と
し
て
既
存
の
村
の

組
織
に
組
み
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
北
鐙
坂
村
新
田
・
高
島
村

新
田
の
よ
う
に
、
検
地
帳
と
し
て
は

別
冊
に
な
っ
て
い
て
も
、
「
本
村
の
内
」

と
し
て
扱
わ
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。
　
　
　
（
通
史
編
2
　
近
世
一
）
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灘

霧
鋤
澱

鞭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　開催され、郡市内の児童生徒が夏休み中に取り組んだ昆虫標本44点、植物標

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　本100点、その他標本31点が展示されました。その中に中条地内で採集された　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　カヤキリ（写真一標本　東小：小杉健太君・池田雅智君）が見られました。．　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　　カヤキリは、太平洋側では神奈川県以西、日本海側では福井県以南に生息　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　するといわれていましたが、近年富山県や新潟県の海岸線にも生息すること　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　が分かっています。これらはすべて海岸地帯であり、内陸で見つかったのは　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　初めてです。トラック等の積み荷に着いてきたのか、住み着いているのか、　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：　生物地理学上のデータとして注目されます。　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　カヤキリは、体長65㎜と大型で太く、全体が緑色または褐色をおびるキリ　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　ギリス科の昆虫で、とがった頭長が特徴的です。ススキやヨシを好み、雄は　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　8月ころの夕方、ジー…と連続的に鳴きます。　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

十日町市民の動き（9月末日現在）

■人ロ　44，681人（前目比一3）

　　　男21，935人（〃一7）
　　　女22，746人（〃＋4）
　■世帯数　　12，967　（前目比一5）

ホ
ッ
ト
ひ
と
息

　
　
　
編
・
集
・
室

　
記
事
と
は
関
係
な
い
の
で
す
が
、
8
月
か

ら
の
天
候
不
順
に
追
い
討
ち
を
か
け
る
よ
う

に
9
月
2
2
日
に
は
台
風
7
号
が
市
内
に
も

様
々
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
西
保
育

所
の
屋
根
が
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
り
、
緑
道
の

立
ち
木
が
何
本
も
倒
さ
れ
た
り
で
、
そ
の
爪

後
は
凄
ま
じ
い
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
天
候
不
順
で
最
も
苦
労
を
し
て
い
る
（
い

た
）
の
は
農
家
の
人
た
ち
で
し
ょ
う
。
春
先

か
ら
7
月
ま
で
は
順
調
だ
つ
た
稲
の
成
育

も
、
8
月
か
ら
の
天
候
不
順
で
大
き
く
変
化
、

そ
し
て
刈
り
取
り
を
目
前
に
し
て
の
雨
ま
た

雨
の
毎
日
。
黄
金
色
に
輝
く
宝
石
た
ち
は
無

残
に
も
倒
伏
し
、
毎
日
の
よ
う
に
雨
に
打
た

れ
て
い
ま
す
。
刈
り
た
く
て
も
刈
れ
な
い
ジ

レ
ン
マ
。
機
械
化
さ
れ
て
い
な
い
時
代
な
ら

ば
、
雨
な
ど
に
関
係
な
く
刈
り
取
っ
た
の
で

し
よ
う
が
。
し
か
し
、
コ
ン
バ
イ
ン
が
普
及

し
、
労
力
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
た
も
の
の
、

皮
肉
と
い
う
の
か
機
械
は
ぬ
れ
た
稲
を
刈
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
私
の
家
で
も
稲
を
作

っ
て
い
る
の
で
、
降
り
続
く
雨
を
恨
め
し
く

な
が
め
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
こ
の
市
報

が
皆
さ
ん
の
手
に
届
く
こ
ろ
に
は
、
例
年
よ

り
遅
れ
た
稲
刈
り
も
終
り
に
近
付
い
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
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